
第78号（2） 

　
十
二
月
四
日
、
五
日
の
本
会
議
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議

案
や
市
政
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
自
民
党
、
民
主
党
、
公
明
党
、

共
産
党
の
順
で
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
質
問
と
答
弁

の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

多摩川に架かる新橋の位置 

NICU（新生児集中治療管理室） 

　
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
年
第

一
回
定
例
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
主
に
二
十

一
年
度
の
予
算
案
な
ど
を
審
議
し

ま
す
。 

＊ 

＊ 

 

　
緊
急
経
済
対
策 

　
　
　
二
十
二
年
度
末
を
時
限
と
し
た
緊
急
経

済
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
が
、
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
今
後
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。 

　
　
　
緊
急
経
済
対
策
本
部
は
厳
し
い
経
済
状

況
に
対
し
市
内
経
済
の
安
定
化
を
図
る
た
め
設

置
し
た
も
の
で
「
中
小
企
業
等
の
活
力
向
上
対

策
」
「
公
共
事
業
の
早
期
発
注
及
び
地
域
配
慮
」

「
市
民
生
活
の
安
全
安
心
の
た
め
の
対
策
」
の

三
つ
を
緊
急
に
取
り
組
む
事
項
と
し
た
。
即
時

に
実
施
す
る
内
容
を
ス
テ
ッ
プ
Ⅰ
と
し
て
融
資

制
度
の
拡
充
な
ど
を
実
施
し
、
今
後
は
十
二
月

補
正
予
算
な
ど
に
よ
る
対
応
を
ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
、

さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
Ⅲ
と
し
て
新
年
度
予
算
に
よ

る
対
応
で
切
れ
目
な
く
施
策
の
展
開
を
図
る
。 

 
　
定
額
給
付
金 

　
　
　
二
十
年
度
末
ま
で
の
給
付
が
速
や
か
に

行
わ
れ
る
よ
う
対
応
す
べ
き
で
は
。
所
得
制
限

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。 

　
　
　
定
額
給
付
金
は
国
の
判
断
と
し
て
決
定

さ
れ
し
だ
い
、
年
度
内
の
給
付
開
始
を
目
指
し

適
切
か
つ
迅
速
に
事
務
を
行
う
。
所
得
制
限
に

つ
い
て
は
「
所
得
を
基
準
と
す
る
給
付
の
差
異

を
設
け
な
い
こ
と
を
基
本
に
、
希
望
す
る
市
町

村
は
所
得
が
一
定
基
準
額
以
上
の
世
帯
構
成
者

に
係
る
給
付
額
を
給
付
し
な
い
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
の
国
の
考
え
が
示
さ
れ
た
が
、
市
は

制
限
を
設
け
ず
支
給
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。 

 

　
妊
産
婦
に
対
す
る
救
急
医
療
体
制 

　
　
　
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
北
部
、
南
部
一
カ

所
ず
つ
の
整
備
が
必
要
だ
が
、
市
立
川
崎
病
院

へ
の
設
置
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
周
産
期
救
急
医
療
の
充
実
の
た
め
聖
マ

リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
病
院
に
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
を
二
十
一
年
度
中
に
開
設
す
る

こ
と
を
目
指
し
協
議
し
て
い
る
。
川
崎
病
院
も

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
取

れ
る
よ
う
、
二
十
一
年
度
内
に
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
再

開
を
目
指
し
医
師
な
ど
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。 

              

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 

　
　
　
市
内
企
業
・
事
業
者
へ
の
啓
発
は
。 

　
　
　
感
染
予
防
対
策
を
促
す
と
と
も
に
社
会

機
能
の
維
持
に
か
か
わ
る
企
業
な
ど
に
は
優
先

業
務
を
継
続
で
き
る
よ
う
人
員
や
物
資
の
確
保

な
ど
の
事
前
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
。
首
都
圏
で
は
感
染
が
急
速
に
進
む
と

の
予
測
か
ら
、
市
の
呼
び
か
け
で
八
都
県
市
が

連
携
し
て
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
二

十
年
十
月
に
は
九
十
二
社
の
参
加
を
得
て
業
務

継
続
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
市
で
開
催
し
好
評

を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
実
施
し
た
い
。 

 

　
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
清
掃 

　
　
　
児
童
生
徒
に
よ
る
ト
イ
レ
清
掃
の
状
況

は
。
ま
た
児
童
生
徒
に
よ
る
便
器
を
含
め
た
清

掃
を
ト
イ
レ
改
修
し
た
学
校
か
ら
モ
デ
ル
的
に

始
め
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。 

　
　
　
市
で
は
小
学
校
は
ご
み
拾
い
な
ど
を
行

い
中
学
校
は
教
職
員
と
生
徒
が
一
緒
に
便
器
や

床
の
清
掃
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
便
器

の
清
掃
に
は
衛
生
面
で
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

ト
イ
レ
の
快
適
化
を
行
っ
た
学
校
で
は
整
備
後

の
維
持
管
理
が
重
要
と
考
え
、
自
ら
が
で
き
る

範
囲
な
ど
に
つ
い
て
児
童
生
徒
を
交
え
て
検
討

す
る
と
と
も
に
保
護
者
の
意
見
も
伺
い
、
快
適

な
ト
イ
レ
を
維
持
す
る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。 

 

　
児
童
生
徒
の
携
帯
電
話
な
ど
の 

　
安
全
対
策 

　
　
　
児
童
生
徒
の
情
報
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
相
談

体
制
と
し
て
二
十
年
九
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
た
が
、
相
談
件
数
と
対

応
は
。
ま
た
学
校
と
家
庭
、
地
域
と
の
連
携
は
。 

　
　
　
窓
口
開
設
か
ら
二
十
年
十
一
月
末
ま
で

の
相
談
は
十
九
件
で
、
架
空
請
求
や
迷
惑
メ
ー

ル
な
ど
の
即
答
で
き
る
も
の
は
そ
の
場
で
回
答

し
、
ブ
ロ
グ
な
ど
へ
の
書
き
込
み
は
ネ
ッ
ト
問

題
相
談
員
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
調
査
し
内

容
を
確
認
し
た
上
で
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
二

十
年
七
月
に
市
と
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で
市

立
学
校
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
問
題
連
絡
協
議
会
を

発
足
さ
せ
た
が
、
こ
れ
を
通
じ
て
連
携
を
図
り

保
護
者
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

 

　
障
害
者
の
就
労
支
援 

　
　
　
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
企
業
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
二
十
年
九
月
に
教
育
・
労
働
・
福
祉
の

実
務
者
で
構
成
す
る
「
障
害
者
就
労
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
会
議
」
に
お
い
て
障
害
者
雇
用
促

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
多
数
の
企
業
に

参
加
い
た
だ
い
た
。
ま
た
二
十
一
年
一
月
に
は

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
諸
制
度
や
雇
用
事
例
の

紹
介
、
さ
ら
に
雇
用
後
の
支
援
を
テ
ー
マ
と
し

た
障
害
者
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
て
い
る
。 

 

　
Ｊ
Ｒ
南
武
線
連
続
立
体
交
差
事
業 

　
　
　
事
業
推
進
に
は
中
長
期
計
画
を
立
て
る

こ
と
が
重
要
だ
が
見
解
は
。 

　
　
　
尻
手
か
ら
武
蔵
小
杉
駅
間
は
検
討
委
員

会
で
連
続
立
体
交
差
が
妥
当
で
あ
り
駅
前
広
場

整
備
な
ど
の
関
連
事
業
を
併
せ
て
推
進
す
べ
き

と
さ
れ
た
。
今
後
整
備
方
針
の
策
定
に
向
け
国

や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
横
浜
市
と
の
調
整
を
進
め
る
。

連
続
立
体
交
差
事
業
は
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
事
業
と
な
る
の
で
整
備
効
果
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
関
係
局
と
検
討
す
る
。 

 

　
こ
の
ほ
か
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
、
携
帯
電

話
や
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
の
回
収
、
ペ
ッ
ト
霊
園

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 
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清
水
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明

党
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沼
沢
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緊
急
経
済
対
策 

　
　
　
中
小
企
業
な
ど
の
活
力
向
上
対
策
に
つ

い
て
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
支
援
・
出
張
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
」
と
「
ワ
ン
デ
イ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
」
の
効
果
お
よ
び
拡
充
計
画
は
。 

　
　
　
出
張
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
月
平
均
十
回
の

ペ
ー
ス
で
企
業
に
出
向
き
、
新
製
品
開
発
や
販

路
の
拡
大
な
ど
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
一
名
増
員
し
二
十
一
年
一
月

か
ら
は
訪
問
回
数
を
五
十
回
分
拡
充
す
る
。
ま

た
ワ
ン
デ
イ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
月
平
均

八
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
中
小
企
業
な
ど
の

経
営
改
善
や
経
営
基
盤
強
化
な
ど
の
効
果
を
上

げ
て
い
る
。
一
企
業
当
た
り
の
派
遣
回
数
を
三

回
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
二
十
一
年
一
月
か
ら

は
派
遣
回
数
を
五
十
回
分
拡
充
す
る
。 

 

　
神
奈
川
口
構
想 

　
　
　
市
と
大
田
区
を
結
ぶ
連
絡
道
路
の
建
設

計
画
に
向
け
、
二
十
年
十
一
月
に
大
田
区
長
と

初
め
て
の
ト
ッ
プ
会
談
を
行
っ
た
が
内
容
は
。 

　
　
　
市
が
進
め
る
神
奈
川
口
構
想
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
歴

史
的
な
経
緯
な
ど
か
ら
連
絡
道
路
へ
の
賛
同
は

難
し
い
と
の
考
え
が
区
長
か
ら
示
さ
れ
た
が
、

羽
田
空
港
の
再
拡
張
・
国
際
化
を
支
え
る
両
岸

の
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
意
見
が

一
致
し
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。
今
後
は

引
き
続
き
大
田
区
側
の
メ
リ
ッ
ト
や
首
都
圏
全

体
へ
の
波
及
効
果
な
ど
の
理
解
を
得
た
い
。 

 

　
大
規
模
公
園
緑
地 

　
　
　
富
士
見
公
園
、
等
々
力
緑
地
、
生
田
緑

地
は
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
総
合
的
な
発
展

を
実
現
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。 

　
　
　
三
つ
の
大
規
模
公
園
緑
地
は
良
好
な
都

市
環
境
を
形
成
す
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
計
画
的
な
再
編
整
備
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性
と
特
色
を

踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
中
、
さ
ら

に
副
市
長
を
座
長
に
関
係
局
区
長
か
ら
な
る
公

園
緑
地
ま
ち
づ
く
り
調
整
会
議
を
設
置
し
た
。

魅
力
あ
る
大
規
模
公
園
の
再
編
整
備
と
良
好
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
、
全
市
的
な
観
点
で
総

合
的
、
横
断
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。 

 
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

　
整
備
促
進
プ
ラ
ン 

　
　
　
計
画
で
は
介
護
人
材
の
充
実
や
経
営
安

定
化
な
ど
の
具
体
的
な
施
策
は
協
議
中
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
資
格
を
持
ち
な
が
ら
現
在
介
護
の
職
に

就
い
て
い
な
い
方
を
対
象
と
し
て
、
再
就
職
の

た
め
の
研
修
と
就
職
説
明
会
を
一
体
的
に
実
施

す
る
た
め
の
講
座
を
二
十
一
年
二
月
に
開
催
し

た
い
。
ま
た
二
十
一
年
度
か
ら
介
護
人
材
の
確

保
・
定
着
や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営

す
る
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
の
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

　
宮
内
新
横
浜
線
と
新
橋 

　
　
　
多
摩
川
に
架
か
る
新
橋
は
立
体
交
差
か

ら
平
面
交
差
へ
変
更
さ
れ
た
が
メ
リ
ッ
ト
は
。 

　
　
　
現
在
多
摩
川
に
架
か
る
新
二
子
橋
と
丸

子
橋
は
立
体
交
差
で
多
摩
沿
線
道
路
か
ら
橋
へ

直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
ず
、
二
子
橋
は
平
面
交
差

だ
が
川
崎
か
ら
東
京
方
面
へ
は
交
通
規
制
に
よ

り
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
新
橋
と
多
摩
沿
線
道
路
の
接
続
を

平
面
交
差
方
式
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
橋
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
交
通
の
円
滑
化
に
寄
与

で
き
る
と
考
え
る
。
今
後
関
係
機
関
と
協
議
を

行
い
二
十
二
年
度
末
ま
で
に
事
業
に
着
手
し
た

い
。
事
業
期
間
は
十
年
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。 

           

 

　
京
急
大
師
線
連
続
立
体
交
差
事
業 

　
　
　
事
業
が
再
検
討
さ
れ
、
地
下
化
方
式
の

暫
定
整
備
と
な
っ
た
が
理
由
は
。 

　
　
　
こ
の
事
業
は
現
在
小
島
新
田
駅
か
ら
東

門
前
駅
ま
で
の
区
間
を
地
下
式
で
施
工
中
で
あ

り
、
そ
の
区
間
以
降
に
つ
い
て
事
業
実
施
環
境

な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
学
識
経
験

者
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。
検
討
委

員
会
か
ら
は
、
既
定
計
画
を
推
進
す
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
る
が
川
崎
大
師
駅
付
近
の
整
備
効
果
を

勘
案
す
る
と
大
師
駅
ま
で
の
地
下
化
に
よ
り
工

事
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
大
師
駅
付
近
の
幹

線
道
路
踏
切
除
去
な
ど
の
事
業
効
果
を
早
期
に

発
現
す
る
た
め
に
は
、
当
面
の
措
置
と
し
て
鈴

木
町
駅
手
前
で
現
在
線
に
す
り
付
け
を
行
う
こ

と
が
妥
当
で
あ
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。 

 

　
ペ
ッ
ト
霊
園 

　
　
　
ペ
ッ
ト
霊
園
な
ど
は
法
体
系
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
た
め
規
制
が
な
く
問
題
も
多
発
し

て
い
る
。
独
自
に
条
例
化
し
規
制
を
設
け
た
自

治
体
も
あ
る
が
、
市
も
検
討
す
べ
き
で
は
。 

　
　
　
ペ
ッ
ト
霊
園
な
ど
は
開
発
に
伴
う
周
辺

住
環
境
へ
の
影
響
や
公
衆
衛
生
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
他
の
自
治
体
で
の
取
り
組
み
と
効
果
を

踏
ま
え
、
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め

市
に
ふ
さ
わ
し
い
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。 

 

　
水
江
町
事
業
用
地
の
再
取
得 

　
　
　
再
取
得
に
よ
り
用
地
の
活
用
に
方
向
性

が
見
出
せ
た
の
で
は
。
土
地
開
発
公
社
の
先
行

取
得
か
ら
市
の
再
取
得
ま
で
の
総
括
と
評
価
は
。 

　
　
　
法
律
の
制
約
な
ど
に
よ
り
有
効
活
用
が

進
ま
な
か
っ
た
が
、
公
社
か
ら
の
買
い
戻
し
に

よ
り
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
市
の
土
地
問
題
の

基
本
的
な
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。
土
地
問
題
を
先
送
り
せ
ず
、
事
業
予
定
者

に
当
該
土
地
を
貸
し
付
け
有
効
活
用
を
図
る
も

の
で
、
こ
れ
を
契
機
に
川
崎
臨
海
部
の
産
業
再

生
・
活
性
化
が
促
進
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。 

 

　
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
武
蔵
小
杉
新
駅 

　
　
　
二
十
二
年
の
開
業
を
目
指
し
て
建
設
中

の
新
駅
に
つ
い
て
約
五
十
億
円
の
事
業
費
の
増

加
が
発
生
し
た
。
市
長
の
見
解
は
。 

　
　
　
詳
細
な
設
計
を
進
め
る
中
で
新
た
に
明

ら
か
と
な
っ
た
課
題
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
検

証
を
行
っ
た
結
果
事
業
費
を
大
幅
に
増
額
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
大
変
遺
憾

で
は
あ
る
が
結
果
と
し
て
致
し
方
な
い
。
た
だ

し
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
こ
れ
以
上
増
加
費
用

の
負
担
は
な
い
よ
う
強
く
申
し
入
れ
て
お
り
、

新
駅
は
市
民
に
と
っ
て
大
変
利
便
性
が
高
い
の

で
一
日
も
早
い
開
業
と
完
成
を
目
指
し
た
い
。 

 

　
こ
の
ほ
か
、
は
る
ひ
野
小
・
中
学
校
の
教
育

課
程
編
成
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

新橋 


